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表　紙

岩塔状石英－明ばん石変質部：セロ・カサレ鉱床西部の
カセドラル峰に発達する岩塔状石英－明ばん石変質部．
写真奥はセロ・カサレ鉱床で，カナダ及びチリの合弁会
社による探鉱活動が実施されている．山腹に張り巡ら
された道路際の各所でボーリングが行われた結果，これ
までに埋蔵鉱量12億8,000万t，金量900t，銅量450万t
の巨大斑岩金・銅鉱床であることが確認されている．
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